
精密板金加工の高精度化と

企業間連携による大量生産体制の構築
品質への強いこだわりと高品質の実現

生産管理システムのもと各設備とＣＡＤ／ＣＡＭが ネット ワ ーク 化 さ れ た 生 産 体 制

小 規 模 企 業 の 利 点 を 活 か し ､柔 軟 な 生 産 体 制 が 可 能

中 国 生 産 部 品 の 国 内 移 管 に と も な う 低 価

格 ､大 量 生 産 の 要 望 に 対 し ､最 新 式 精 密 プ

レ ス 機と タッピ ン グ マ シ ン を 導 入し ､プ レ ス

エ 程 を 高 精 度 ･高 速 化 す る と と も に ､連 携

企 業 と の デ ータ 共 有 に より 一 体 化し た 効 率

的 な 生 産 体 制 を 構 築 する 。 皿 j二 χ一
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従 来 ､当 社 で は 小 物 粨 密 部 品 の 一 部 を 中 国 工 場 で 生 産 して い た ｡し かし ．

経 済 環 境 の 変 化 によ り中 国 工 場 を 閉 鎖し .国 内 生 産 に 切 り替 え る こと に

な った ｡こ れに 対し .同 部 品 を 納 入 す る主 要 取 引 先 から ､部 品 供 給 の 継 続と

納 入 価 格維 持の 要望 があ った ｡当 社 は .そ の 要望 に 応 える 必 要 が あっ た 。

ま た .同 部 品 の 公 差 は±０.１ｍｍと 高 精 度 のプ レ ス 加 工 技 術 が 必 要 で あ

る ｡さ ら に ､同 部 品 に は タッピン グ 加 工 が必 要 で あ る が ､タ ッピン グ 加 工 中

に キ ズ がつ く 可 能 性 が あ る ｡し かし同 部 品 に は 牛 ズ が 許 さ れす ､キ ズ 防 止

対 策 も 求 めら れ た 。

国 内 生 産 で ありな が ら 中 国 生 産 並 の コ ストで ､安 定 的 に 大 量 供 給で き る

体 制 を 早 急 に 整 える こと ｡さ ら に 寸 法 公 差 土Ｏコ ｍｍの プ レ ス加 工 と ､仕

上 がり の 美し い タッピ ン グ 加 工 と いう 技 術 的 課 題 を 解 決 す る こと が 必 要

で あ った 。
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恤 ●

匯 産管理システムのパソコン画面1

協 力 会 社 と の 役 割 分 担 に よ る 効 率 的 生 産 体 制 を 構 築

当 社 の 協 力 会 社 と 連 携 し ､役 割 分 担 す る こ と で ､効 率 的 生 産 体 制 が 構

築 で き た 。

具 体 的 に は ､① 当 社 から の 発 注 に 対 応 でき る よう ､協 力 会 社 は ｢曲 げ 工

程 ｣の 能 力 を 増 強 す る ､② 当 社 と 協 力 会 社 の 生 産 管 理 シ ス テ ム を 一 体

化 す る ､③ 当 社 が 複 数 社 に 発 注 し て い た 業 務 を 協 力 会 社 に 集 約 す る 、

④ 両 者 の 技 術 力 ･ノ ウ ハ ウ を 共 有 す るた め に 会 議 を 定 期 開 催 す る な ど

の 取り 組 み を 行 つた 。

これ ら の 取り 組 み の 結 果 ､当 社 で 協 力 会 社 で の 加 工 の 進 捗 状 況 ､生 産

余 力 ､在 庫 数 量 な ど に つ い て リア ル タ イ ム で 把 握 で き る よ う にな った 。

そ の 結 果 ､顧 客 から の 納 期 問 い 合 わ せ に つ い て も ､自 社 工 場 内 で の

作 業 同 様 に 迅 速 に 回 答 で き よう に な っ た ｡ま た ､顧 客 の 要 請 に よ る 生

産 計 画 の 変 更 が 生 じ た 場 合 で も ､自 社 内 で の 処 理 と 同 様 に 柔 軟 に 対

応 で き る よ う にな った 。

I上:粭密板金部品の併① 下:粭密板金部ｉの 併⑦】

技 術 的 課 題 を 解 決 し ､大 量 生 産 が 可 能 な 体 制 を 整 え た

最 新 式 の プ レ ス 機 ･タ ッピ ン グ マ シ ン を 導 入 し ､社 内 に 専 門 部 署 を

設 け るこ と で ､大 量 生 産 が 可 能 な 体 制 に な っ た ｡年 産 数 百 個 程 度 の

生 産 量 も め す ら しく な い 当 社 に と っ て ､月 産５０種 類 以 上 ､５,０囗 ０

個 以 上 の 生 産 量 は ま さ に ｢大 量 生 産 ｣で あ る 。

さ ら に ､最 新 式 プ レ ス 機 を 導 入 す る こ と で ､技 術 的 課 題 の 一 つ で

あ っ た 寸 法 公 差 ±０コ ｍｍを 実 現 し た ｡ま た ､タ ッピ ン グ エ 程 に お

い て も 最 新 式 タ ッピ ン グ マ シ ン の 擦 り 傷 防 止 機 能 を 活 用 し ､美 し い

仕 上 がり で 加 工 が 可 能 に な っ た 。

こ れ ら の 取 り 組 み の 結 果 ､主 要 取 引 先 の 要 望 に 応 え る こ と が で き 、

当 社 と 取 引 先 の 関 係 性 が よ り 強 化 さ れ た ｡そ の 結 果 ､同 社 向 け の

売 上 高 ｊ|』益 の 増 加 に つ な が っ た 。

マ シ ン を 導 入 し た ｡ま た ､小 物 精 密 部 品 の 量 産 を 担 当 す る 専 門 部 署

を 社 内 に 設 け ､担 当 者 ５人 を 配 置 し ､大 量 生 産 が 可 能 な 体 制 づ く り

を 行 つた 。

さ ら に 生 産 コ スト を 低 減 す る 取 り 組 み とし て ､新 た に 導 入 し た 設 備

を 当 社 の 生 産 管 理 シ ス テ ム と ネ ット ワ ーク 化 し ､稼 働 状 況 の リ ア ル

タ イ ム 把 握 ､加 エ デ ータ の 収 集 ･分 析 によ り ､手 待 ち 時 問 な ど 不 動 畤

間 を 最 小 限 に 抑 え ､効 率 的 な 生 産 体 制 実 現 の 取 り 組 み を 行 つた 。

加 え て ､従 来 か ら の 多 品 種 小 ロ ット 生 産 体 制 と 今 般 の 大 量 生 産 の

取 り 組 み を 両 立 さ せ る た め ､当 社 の 協 力 会 社 (有 限 会 社 シ ス テ ム

エ ース )と 連 携 し ､多 品 種 小 ロ ット 生 産 も 維 持 で き る よ う 体 制 を 整

え た 。

【左:導入設備(プレス機)右:導入設備(タッピングマシン)】

技 術 的 課 題を 解 決し な がら 低 コ スト 大 量 生 産 の 要 求 に 応 える た

め ､最 新 式 のプ レ ス 機 (シ ング ル クラ ン クプレ ス )お よ び タッピ ン グ

加 工 難 易 度 の 高 い 製 品 に 挑 戦
設 立　 ：昭 和５８年 10月 ８日
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従 業 員 数 :３０人 （令 和２年 12月 現 在）

資 本 金 ：３,０００万 円

株 式 会 社 北 川 製 作 所 当 社 は各 種 精 密 板 金 部 品 の加 工 業 を営 んで い ま丸 日頃 から ､同 業 他 社 で 断 る

ような加 工 難 易 度 の高 い 製 品 を好 んで受 注 するよう心 がけてい ま丸 それ は ､当

社 に頼ってこら れる取 引 先 様 の依 頼 に応 えたい とい う思 い からで 丸 また ､難 易

度 の高い 仕 事 こそ､当 社 の技 術 力 を鍛え ､社 員 の成 長 の証 が 示 せる機 会 だと考

えているからで 丸

難 易 度 の 高 い 仕 事 に対 応しつ つ ､利 益 が 確 保 で きるよう､生 産 管 理 システムや

最 新 設備 を導 入してきました ｡今 後 も難 易 度 の高い 製 品 に挑 戦しま丸

Lと :S・●事 業 内 容 :精 密 板 金 加工 檗

●主 要生 産 設 備 :タレット パン チプ レ ス ､レーザ ー加 工 機 、

プレ スプレ ーキ など
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